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凡

ザリ

一
、
『
新
修
神
戸
市
史
』
陵
史
編
は
、
「
自
然
」
「
考
古
」
、
「
古
代
」
「
中
町
ヘ
「
近
世
」
、

「
近
代
」
「
現
代
」
か

ら
な
る
が
、
こ
の
巻
は
第
三
巻
と
し
て
「
近
世
」
な
収
め
る
。

て
こ
の
巻
の
執
筆
分
担
者
は
、
巻
末
に
一
覧
表
で
示
し
た
。

一
、
本
文
の
叙
述
は
原
則
と
し
て
、
常
用
漢
字
、
現
代
か
な
づ
か
い
を
用
い
た
。

た
だ
し
、
歴
史
的
用
語
、
間

有
名
詞
、
引
用
文
な
ど
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
こ
の
原
則
に
よ
っ
て
い
な
い
。

一
、
本
文
の
叙
述
は
、
諸
氏
の
研
究
成
果
に
依
拠
し
て
い
る
が
、

の
性
格
上
、

い
ち
い
ち
出
典
を
一
市
さ
ず

巻
末
に
参
考
文
献
の

覧
を
掲
げ
た
。

た
だ
、
史
料
な
ど
を
直
接
的
に
引
用
し
た
場
合
(
原
則
と
し
て
読
み

下
し
文
に
改
め
た
)
は
本
文
中
に
出
兵
を
記
載
し
た
。

一
、
人
名
の
敬
称
は
す
べ
て
省
略
し
た
。

一
、
難
訓
ま
た
は
誤
読
の
お
そ
れ
の
あ
る
漢
字
は
、
各
章
の
初
出
の
と
こ
ろ
で
、

ふ
り
が
な
か
}
付
し
た
。
神
戸

市
内
の
地
名
の
読
み
は
、
基
本
的
に
は
神
戸
市
総
務
局
一
弘
政
課
一
樹
立
何
一
戸
市
町
名
一
覧
表
』

(
一
平
成
三
年
)

に
よ
っ
た
。



一
、
文
中
の
写
真
、
図
、
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
通
し
番
号
を
付
し
た
。
こ
れ
ら
の
掲
載
と
提
供
に
協
力
し
て
い
た

11 

だ
い
た
関
係
機
関
、
団
体
な
ら
び
に
諸
氏
の
名
称
は
、
原
則
と
し
て
巻
末
に
掲
げ
た
。

一
、
史
料
提
供
・
協
力
者
の
一
覧
は
巻
末
に
掲
げ
た
。

一
、
本
文
中
の
年
月
日
は
原
則
と
し
て
当
時
の
日
本
暦
に
よ
っ
て
お
り
、

た
だ
参
考
ま
で
に
そ
の
年
に
ほ
ぼ
相

当
す
る
西
暦
年
を
(

)
内
に
記
し
た
。

、
度
量
衡
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
則
し
て
尺
貫
法
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
末
に
そ
の
換
算
表
を
付
し
た
。

、
本
文
お
よ
び
引
用
さ
れ
て
い
る
史
料
の
な
か
に
は
、
身
分
や
職
業
に
関
し
て
、
当
時
の
差
別
的
名
称
で
記

さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、
差
別
の
歴
史
を
科
学
的
に
研
究
す
る
立
場
か
ら
、
本
書
で
は
そ
の
ま
ま
掲
載

し
た
。
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摂
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・

{首
長
の
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進
攻

室
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議
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の
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亡
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信
長
入
京
の
年
の
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況
兵
庫
の
向
と
海
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の
淡
村

荒
木
村
重
の
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と
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熊
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・

ノ司、

荒
木
村
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の
台
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の
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長
の
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秀
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国
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秀
ゴコ
仁3
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権
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大
坂
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問
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吉
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日
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秀
才
の
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山
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五
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大
陸
侵
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へ
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備
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禄
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一
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、
凶
作
咋
の
太
部
検
地
政
那
村
の
文
禄
検
地
政
那
村
の
投

氏
榊
成
夜
間
氏
の
大
地
従
関
ケ
原
戦
後
の
支
配
状
況
波
間
以
氏
治
下
の
兵
隊
津
山
内
品
院

か
ら
徳
川
へ

lV 

近
世
社
会
の
成
立

幕
府
と
諸
藩

|主i
絵
|玄i

怒[1
11'長
と
所
領
配
置

向
成
長
の
悶
絵
図

大
坂
神
後
の
所
領
配
置

一
五
禄
日
間
絵
図
と
郷
級

2 

幕
滞
支
J!ic 
の
諸
相

寛
永
期
の
幕
僚
支
配

務
仮
・
旗
本
領
の
支
配

近
肢
の
身
分
制
度

3 

;検!髭
地長

之宮
:;: f'!il 
Fl ~，三

fi 

Pヒ才
Cコ

ぬ
m
m
-
有
馬
の
阪
府
火
検
地

尼
崎
縫
の
年
実

幕
府
領
の
年
貢

延
宝
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地

兵
庫
津
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ノ、
プてて之

近
位

期
の
兵
}Lll 
洋

ノ¥
プミミ

兵
庫
、
体
の
長
鋭

の
兵
隊
洋
条
目

慶
長
期
の
職
業
構
成
一
戸
郎
氏
の
支
配

災
害
と
対
策
兵
隊
津
の
市
制

青
山
氏
の
支
配

ぃ
丸
一
平
一
一
年

2 

近
位

却j
の
商
業

ζコ
ーヒゴ
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第
四
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次f=1 

浜
本
的
仰
の
成
立

向
田
氏
・
仲
間
以
の
発
展

仲
間
の
成
立

3 

兵
庫
の
向
入
社
/:.." .p; 

兵
庫
町
民
の
構
成

兵
隊
浮
の
風
俗
と
文
芸

郷
庄
と
村

郷
庄
と
村
切
り

ノ1

西
摂
一
ニ
郡
の
村
々

開
閉
お
・
並
一
〈
設
問
郡
の
村
々

2 

村
社
会
の
様
相

板
宿
村
の
村
氏
構
成

村
の
機
構

村
氏
の
生
業

皮
多
村
の
成
立

下
人
の
存
在
形
態

o 
J 

水
利
と
山
野

ノ¥

神
間
池
と
井
堰
水
利
慣
行
を
め
ぐ
っ
て

山
や
論
摂
矯
国
境
入
会
山
争
論

中
一
…
銀
山
争
論

H
H
H
3
J
 

来
日

明
石
部
の
搬
割
問
洲
削

前
期
の
諸
産
業

近
ー位

期
の
農
業

村
々
の
州
民
業
生
産

板
翁
村
の
仇
版
業
経
営

坂
本
村
の
農
業
絞
営

2 

近
位
漁
業
の
目立
ムL

制
約
漁
法
の
確
立
と
漁
場
兵
庫
公
背
中
網
一
一
件
と
摂
矯
悶
境
漁
場
争
論

凶
須
磨
浜
の
他
国
約
分
一
銀
漁
業
者
と
漁
期

漁
業
税
の
新
設

v 



第
五
節

3 

近
世
酒
造
業
。〉

j来
JL 

ノ¥

Vl 

近
社
酒
造
業
と
治
造
技
術
下
り
瀦
銘
醸
地
の
形
成

造
統
制
兵
体
洋
・
灘
日
の
消
造
家

一
澗
造
株
制
度
の
実
施

株
改
め
と
酒

4 

It茨
木

見
え

る
市
域
の
特
gg 
仁3
11口

2JU吹
草
』
に
見
え
る
市
域
の
特
産
口
山
中
伺
潟
視
糸
の
人
形
祭
と
竹
細
工
『
摂
陽
群
談
』
に

見
え
る
産
物
『
摂
津
志
』
に
見
え
る
政
物
『
日
本
山
海
名
物
図
会
』
に
見
え
る
泌
物

『
日
本
山
海
名
産
図
会
』
に
見
え
る
産
物
吋
妓
津
名
所
図
会
』
に
見
え
る
泌
業

チ で

.x.. 
通
と
宿
場

プu

Cコ

交
通
路
の
拡
充
と
宿
駅
制

間
関
街
道
と
地
方
遊

指
駅
制
の
確
立

臨
ん
州
・
妙
法
寺
内
村
の
通
行
争
論

2 

湯
!よ!
と
淡
河

Cつ

有
馬
氏
と
湯
山
幕
府
直
轄
僚
と
な
っ
た
湯
山
町
混
泉
の
繁
感
馬
借
問
と
し
て
の
湯
山

町

文

人

の

有

馬

鼠

泉

入

湯

記

有

馬

温

泉

の

歴

史

・

地

誌

類

湯

山

町

の

寺

社

淡

河

町
の
支
配
明
石
漆
僚
と
な
っ
た
淡
河
町
淡
河
組
大
庄
農
村
上
氏

3 

近
t止
海
運
の
)民
間

Cコ

近
世
山
加
速
の
始
ま
り
商
廻
り
海
運
の
開
発
と
意
義

大
坂
・
伝
法
酒
絞
問
屋
と
縛
廻
船
小
平
と
樽
廻
船

日
本
海
へ
進
出
す
る
脇
浜
・
神
戸
・
ニ
ツ
茶
屋
浦
の
船
狩

上
方
・
江
戸
川
側
海
運
と
菱
怪
廻
船

兵
庫
津
の
江
戸
絞
間
際
の
成
立



第
三
章

第
一
節

第
二
節

次日

近
世
社
会
の
展
開

幕
政
と
藩
政
の
展
開

亭
保
の
改
ま戸.

2 

明財
和砕
グ、、じl)(

£本
知

泥沼
ーヒゴ

行
政
機
構
と
法
制
の
整
備

間
授
で
の
並
河
誠
所

『
五
続
出
内
士
山
』
の
編
集

大
和
小
泉
務
制
服
の
上
知
閥
的
和
六
年
J

神
戸
村
日
記
上
知
後
の
代
官
行
政

展
開
長
崎
奉
行
石
谷
清
岡
伺
と
上
知

Mm崎
九
八
郎
封
事
の
限
界

幕
府
年
一
文
策
の

3 

藩
政
の
展
5日

尼
崎
市
術
主
の
交
替
僚
主
交
殺
の
波
紋
尼
崎
市
附
治
下
の
神
戸
村
日
記

の
廻
村
武
税
米
徴
収
と
売
却
明
石
滞
政
と
中
村
御
用
党
帳

液
中
主
の
巡
見
奉
行

4 

旗
本
支
配
の
構
造

フ可
ノ、

旗
本
宮
崎
氏

旗
本
の
家
計

地
獄
役
人
の
い
な
い
村

公
儀
と
の
関
係

殿
様
の
御
窓

へ
の
送
金
シ
ス
テ
ム

王三

庫
津
と
商
業

尼
11府
藩
ミム
引口

下
の
兵
庫
津

ノ、
ζコ

松
平
氏
の
支
配

問
問
開
発

兵
庫
注
商
業
の
展
開

市
中
の
発
展
と
階
府
議
の
進
展

兵
路
町
人
の
新

VI1 



第
三
節

第
四
節

2 

幕
府
支
配
ード
の
兵
庫
ì~l!: 

Vlll 

幕
府
の
兵
庫
津
支
配

租
税
の
変
化

3 

正乏

勝
手It
耳目
業
の
展
開

プし
匂

株
仲
間
の
成
立

北
風
家
の
ム
口
頭

天
間
関
七
伴
の
打
ち
こ
わ
し

村
落
社
A 
ヱ:;

の
動
向

村
?害

、'Li:':.
m 
の
変
動

板
宿
村
で
の
村
方
争
論
の
発
端

争
論

品
γ
諭
の
背
却
系
と
な
っ
た
井
手
料
米

明
和
期
尚
川
村
の
座
席

2 

村
落
11: 
t.. 
:z;s: 

の
展
開

悶
訴
の
は
じ
ま
り

「
明
和
の
仕
法
」
後
の
莱
穏
訴
跡
、

村
を
巡
る
人
々

農
業
と
在
方
産
業
の
展
開

j或

業
の
様
相

2 

栽ゴヒ
:bT手部
長整
術約

の
の品
進 i)r
歩淡

業

六
甲
南
麓
村
々
の
約
・
菜
種
作

関
部
諸
村
の
米
と
タ
バ
コ
作

新
淡
悶
け
六
の
普
及

干
鰯
・
し
め
粕
の
使
用

多
様
な
稲
の
um
穏
と
幅
削
穏
金

3 

社
会
的
f¥ 
/J 

業
の
進
展

投
開
余
業
の
展
開

村
の
職
人
・
商
人

御
影
村
・
脇
浜
村
の
職
業
分
化



第
五
節

第
六
節

次日

4 

水
車
業
の
勃
興

商
摂
に
お
け
る
水
引
卒
業
の
萌
芽
水
車
新
聞
の
開
発
水
議
ー
漏
出
に
お
け
る
絞
油
業
の
際
叶
脱
出

寛
保
一
一
一
年
令
と
氷
革
新
旧
村
の
江
戸
訴
願
明
和
七
年
の
治
仕
法
の
改
正
治
水
車
と
米
ぬ
き

水
草

酒
-，&. 

ユ五1

業
の
展
開

幕
府
酒
造
政
策
の
転
換

元
禄
江
戸
新
体
制
の
動
揺

本
保
九
年
の
下
り
滅
的
削
機
地

2 

渋lE 塑
jg耳 ユ日
~ lnlJ 

立美 限
ヴア カミ
モノ ら
廿!協
S1J1. 三子

、M二

:l!斗

り
J¥ 

灘
河
口
と
灘
五
郷
灘
御
影
村
の
状
況

溜
迭
問
述
産
業
の
広
が
り

御
阿
世
・
魚
崎
村
の
酒
造
業

3 

江
戸
松
摂ー
泉
十

郷
の
形
成

灘
尽
の
台
頭
と
大
坂
・
阪
官
・
兵
庫
の
表
送

、
樹
造
業
江
戸
税
摂
泉
十
一
一
郷
の
形
成

天
明
期
の
江
戸
入
体
約
数
天
明
期
の
御
影
村

一
郷
結
成
の
契
機
と
時
期

近
世
中
期
の
溜
運
と
浦
船

菱
国
廼
船

l'等
廻
荷台
と
ゑ![
荷
協
疋

江
戸
十
組
問
屋
の
成
立
と
姿
均
一
廻
船

栂
廻
船
海
運
競
争
と
松
荷
協
定

本
保
期
に
お
け
る
商
品
輸
送

消
防
相
仰
の
十
組
脱
退
と

2 

間
，古，
i台

浦
港li
所
の
特
権
と
談話
ffJJ 
廻
船

lX 



第
七
節

間
ザ
口
楠
仰
廻
船
間
段
の
成
立

源

新

酒

悉

船

の

就

航

元
文
一
万
年
間
官
約
問
山
慌
の
巾
九
日
せ
新
総
祷
船
・
新
泊
祷
船
の
起

灘
筋
迦
船
の
活
動
西
宮
税
関
口
肢
と
廻
船
中
と
の
和
解

X 

3 

油
支
配
と
まf
船
処
理

浦
役
と
市
城
の
村
々

魚
崎
・
版
原
村
浜
境
争
論

浦
一
阿
川
札
と
難
船

4 

廻
船

渡
海
船
と
漁
船

7l.J 
ア匂

久
日
浦
々
の
船
数

魚
崎
村
の
船
数

御
影
石
の
流
通
と
石
船

御
影
・
魚
崎
の
廻
船
争
論

交
通
・
通
信
網
の
展
開

r<B 
cつ
-!=， 

外
国
{~ 
節
の
通
行

区長{
〈コ
ヒニf

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
一
行
の
兵
庫
寄
港

朝
鮮
使
節
の
通
行

宝
踏
十
四
年
の
朝
鮮
使
節

2 

交
通
量
の
増
大
と
宿
駅
制
の
矛
活
:
・

""ヲ

荷
付
牛
馬
口
銭
の
発
端

ム
ハ
附
↑
横
越
え
荷
物
運
送

兵
隊
駅
へ
の
幼
郷
村
付
属

3 

飛
)肉i
問
屋
の
活
動

飛
脚
開
口
肢
の
灘
随
届
け

村
に
届
い
た
飛
脚
使

日
山
カ
米
方
早
飛
脚
の
通
信
網

4 

有
馬
i昆
泉
と
E!. 

1グJ

111 
防I
の
動
向

1m 

;fu 

町
年
寄
の
町
政
運
営
町
入
用
銀
出
入

有
陪
抑
制
肌
泉
関
係
の
阪
本
類

湯
山
町
の
務
状

有
馬
祖
泉
の
入
J

初
式

{斗

5 

ョ名
指所
竪記
たの
r 出
と j仮

JIlI 
名
所
記
』

『
摂
津
名
所
図
会
』
と
門
橋
際
名
所
巡
覧
図
会
』

庶
民



第
四
章

第
一
節

第A

次目

の
旅
文
人
の
旅

近
世
社
会
の
変
容

幕
政
と
藩
政
の
改
革

"'" 

寛
政
か
ら
天
保
へ

gJ;司

"'" ノ1

寛
政
の
改
革
改
革
の
基
調
と
代
官
潟
正

代
官
竹
筒
一
直
視
の
改
本

党
政
改
本
と
大
坂
代
官

天
明
巡
見
佼
の
派
泣

2 

天
保
の
飢

と
淘l改
熊斗ょ
の
深:
L 、
m 
i弥

花王ヨ
ヨヨ己ノ、、

天
保
の
飢
餓

天
保
の
御
料
所
改
革

御
料
所
改
本
の
中
止

3 

滞
財
政
の

窮
乏
と
滞
札
イJ::
法

尼
崎
市
御
財
政
の
窮
乏

札
述
用

務
札
の
流
通
と
適
用
停
止

明
石
務
札
の
流
通

幕
末
に
お
け
る
私

節

近
世
後
期
の
li: 

津
津

J7~1 
イニゴ
7'て

兵
庫
津;
商
業
の
展
開

L:;; 

寛
政
の
改
革
と
兵
問
時
津
商
業
北
前
船
の
経
営

議
潟
の
形
成
浜
本
隊
の
不
振

一
政
問
段
嘉
兵
衛
と
幕
府
の
蝦
一
災
地
政
策

2 

天
保
の
釘L
fIili 
と
幕
政
改
革

区主主1

ノ¥

Xl 



第
一
一
一
節

第
四
節

飢
鈍
と
そ
の
対
策

幕
府
の
対
応
と
江
戸
川
地
米
策

ヨ王11

株
仲
間
停
止
令
と
兵
州
沖
術
業

3 

人

活
と
文
化

I!:};-! 
プし
p_c! 

ご
み
と
し
尿

文
芸
の
進
日
間

興
行
も
の
の
感
行

茶
屋
と
遊
双

村
政
と
民
衆
運
動
の
)~ 
開

訴
願
す
る
村
々

広
が
る
菜
種
訴
願

認
〈
可
ふ
す
々
つ
-FrH、

1
1キ
メ
町
一
d
M叫

2 

|玉i
訴
の
!長
関

交
政
六
年
の
約
同
一
決

訴
阪
の
絞
投
と
負
担

交
政
七
年
の
菜
積
問
訴

交
政
十
年
間
援
一
一
一
都
の
訴
願

3 

訴
願
と
l也
j成
主t
A守

A 

ヨヨ己

;:;;'.ミ

妥
結
と
非
人
番
を
め
ぐ
る
訴
願

職
人
を
め
ぐ
る
訴
総

組
十
化
点
唱
を
め
ぐ
っ
て

農業と鉱工業・漁業の発展-----------------------------------------------------------------------全日

農
業
経
'?~千

の
発
展

菜
種
作
経
営
の
動
向

明
石
郡
の
米
安
作
付
税
山
口
円

北
部
の
二
郎
村
に
み
る
米
作
付
税
営

米
の
販
売
と
肥
料
の
購
入

2 

水

業
の
発
展

寛
政
一
一
一
年
令
と
濁
摂
の
絞
治
業
灘
目
水
事
業
の
動
向
水
本
新

mに
よ
る
違
法
省
の
取
締
り

兵
隊
機
日
治
問
屋
の
成
立
↑
交
政
五
年
令
の
発
布
給
源
謙
十
郎
の
納
流
通
の
調
査



第
五
節

次目

灘
日
向
組
の
治
生
産
高
と
出
荷
先

天
保
一
一
一
年
の
泊
方
仕
、
法
の
改
正

3 

鉱
山
の
開
発

::EL. 
1ξ耳

二̂，-，

有
限
向
瓶
泉
の
泉
洞
仰
と
周
辺
の
鉱
山
開
発

長
谷
鍛
山
の
開
坑

長
谷
銀
山
の

L

版
行
状
況

4 

漁
業
の
変
容

兵
時
仰
の
魚
市
と
生
け
洲

山
間
村
の
献
上
抑
制

兵
席
作
他
田
川
行
漁
船
の
発
端

灘
自
浜
の
務
負
地
曳
網

間
切
石
磁
領

酒

ユ旦
業
の
発
展

寛
政
改

と
酒
造
統
11jlj 

天
明
八
年
の
株
改
め
と
、
氷
一
々
株
一
紙
送
り
状
改
印
制
と
下
り
溺
十

け
る
江
戸
入
凶
作
榔
数
州
制
民
入
株
と
、
酒
造
一
冥
加
金

ケ
悶
制

改
革
期
に
お

2 

化
政
期
開
酒
造
業
の
飛
躍
的
発
展
・

寛
政
末
期
の
灘
消
造
業
自
由
競
争
期
の
江
戸
入
、
体
椅
数

絞
留
・
相
似
校
・
減
造
の
山
V
A
A
n

せ
文
政
九
州
中
の
吹
問
屋
市
件

入
洋
品
仰
の
橋
大
と
そ
の
対
応

交
政
十
一
年
の
上
灘
郷
の
分
裂

3 

天
保
一
一
一
年
の
新
規
株
交
付
と
天
保
改
革

:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:天

辰
年
御
免
株
の
新
規
株
交
付
新
規
株
を
め
ぐ
る
縦
一
一
一
郷
と
ほ
か
九
郷

の
調
猿
灘
口
口
問
紛
の
前
株
状
況
内
部
対
立
の
激
化
と
幕
府
の
対
応

株
の
改
称

株
刻
に
よ
る
十
二
郷

天
保
改
革
と
源
造

4 

間i
瀬
造
業
発
展
の
技
術
的
要
因

消
造
技
術
と
仕
込
工
程

Xlll 

米
ぬ
き
水
準
の
利
附
川

然
、
巡
り
へ
の
集
中
化

潜
造
仕
込
ガ
法
の



第
六
節

第
七
節

改
ふ
撤
回
醸
造
技
術
の
改
誉

議
人
の
給
源
地
と
丹
波
杜
氏

沼
造
裁
の
拡
充
と
千
石
蔵
の
定
型
一
酒
造
叫
聞
き
人
と
労
働
編
成

蔵
人
の
賃
銀
と
支
払
方
法
蔵
人
の
雇
用
方
法
と
杜
氏
築
関

XIV 

5 

i酉
造
経
営
と
経

l収
支

ア'ミミ

ヨヨ己

消
造
経
営
と
設
備
投
資
生
産
裂
日
と
流
動
資
木
流
動
資
本
の
投
入
状
況

入
と
選
択
灘
白
米
仲
良
に
よ
る
出
資
直
資
酒
造
経
営
と
酒
造
勘
定
限

営
収
支
防
御
帳
と
資
路
内
務
酒
造
資
本
の
関
紙
期
間
と
貸
付
資
本

酒
造
米
の
総

総
勘
定
制
限
と
経

6 

灘
酒
の
販
売
機
構
と
江
戸
下
り
酒
問
屋
:
・

j
i
-
-
:

株荷 II
の {I:戸
公法酒
認と問
と行:産
官li切の
賀仕成
績法立

江
戸
十
組
問
医
の
結
成
と
消
応
組
下
り
沼
間
段
と
住
吉
諮
送
り

荷
主
対
問
屋
の
対
立
調
売
附
仕
法
と
融
通
受
仕
法
下
り
沼
問
屋

灘
溺
の
奴
路
と
銘
柄

近
世
後
期
の
海
運

1"3 

変

塩
廻
品目
と
持
廻
船
の
海
運
3仙4
年i

フ可
区弓ノ、

砂
糖
の
洩
紛
と
杉
本
茂
十
郎
の
裁
定
愛
垣
廻
船
積
仲
間
の
結
成
文
化
期
の
上
方
・
江
戸
間

海
難
状
況
大
附
藤
二
の
樽
廻
船
新
造
計
断
紀
伊
一
一
一
カ
浦
廻
船
と
縛
廻
船
紀
州
廻
船
の

菱
均
一
廻
船
へ
の
加
入
天
保
四
年
の
阿
絞
規
定

2 

日
本
海
海
運
と
兵
庫
津

プて
ァ可
ζコ

北
前
船
の
定
義
石
見
浜
閃
の
客
船
帳
に
み
る
兵
隊
廻
船

北
風
荘
右
衛
門
と
北
前
総
江
品
品
川
岸
閃
家
と
兵
庫
北
風
家

一
品
問
屋
嘉
兵
衛
と
兵
伴
・
箱
館

内
海
船
と
率
原
五
兵
衛

農
村
の
生
活
と
文
化



第
五
章

第
一
節

次日

農
村
生
活
と
年
中
行
事

フ可

ぺニゴノ、

2 

祭 祭 E当

法奈持
伝忌歳
統工211寺r記

農
村
舞
台

フzて

ノ1
1m 

伊
勢
識
と
伊
勢
参
れ
ソ

明
石
郡
に
多
い
能
舞
台

北
区
の
浄
瑠
璃
舞
台

3 

庶
民
文
化
の
諸
相

庇
展
の
絞
議
日
録

家
長
の
残
し
た
処
枇
訓

俳
諮
・
和
歌
の
仲
間

4 

生
活
習
俗
と
家

プu
;lu 

冠
婚
葬
祭

踏
と
度
量
衡

家
と
人
別
送
り

村
役
人
と
家
格

村
の
な
か
の
家

幕
末
の
社
会

幕
末
期
の
E: 

庫

ζごコ

幕
末
期
。コ
兵
庫
津
商
業

ザヒゴ

ζコ

株
仲
間
帯
奥
令

箱
館
建
物
会
所

2 

物
価
の
騰
貴
と
n 
ち

わ
し

寸2

3I  

関
第
人
の
放
済

際
応
二
年
の
コ
ボ
チ

府
民
銀
依
上
げ
運
動

3 

幕
末
の
氏

周Z
情
勢

Fとr

;11.. 

御
用
金
の
賦
課
兵
庫
町
人
の
負
恨
の
増
加
戸
シ
ア
竿
般
の
米
航
と
摂
海
防
術
台
場
の

建
設
森
長
の
対
立
と
兵
隊
居
留
地
の
造
成
と
柴
間
側
中
お
か
げ
踊
り
の
乱
鉾

xv 



第
ニ
節

第
三
節

第
四
節

村
落
社
三込
ヱミ

の
趨
勢

XVl 

幕
末

お
け
る
村
々
の
動
jfヨ

安
政
の
綿
図
訴
と
商
摂
の
村
々
殴
応
一
冗
年
の
莱
額
国
訴

会
に
働
く
人
々
防
長
戦
争
と
村
・
4

地
域
社

地
域
管
恕
す
る
村
々

2 

近
l日:
後
j鴇
の
人
仁i

:動
態

村
の
人
口
、
と
人
口
支
持
力

の
一
一
一
タ
イ
プ

叶
一
般
規
模
の
縮
小
化

年
齢
別
人
口
構
成

各
村
の
人
口
変
動

幕
末
期
の
農
業
と
鉱
工
業

ペゴ
ヨ5乙
ノ¥

農
民
の
階
閥
横
成
と
地
主
小
作
関
係
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
韮
八

南
部
諸
村
の
階
問
機
成

北
部
諸
村
の
階
附
構
成

幕
末
期
の
地
主
・
小
作
関
係

2 

近
世
後
期
の
諸
産
業
と
仲
間
組
織
:
:
:
・
:
:

持
屋
職
仲
間
の
結
成
十
二
郷
酒
榔
屋
仲
間

京
師
問
屋
仲
間
の
取
決
め
魚
崎
村
の
焼
附
屋
戦

換
市
域
内
の
水
車
の
分
布

紀
州
諸
附
専
売
制
の
影
響
魚
崎
村
の
索
抑
制
業

魚
崎
村
の
そ
の
他
の
諸
級
水
{
卒
業
の
転

3 

守主ず

取
111 
周
辺
の
炭
坑
開
発

Pヒ工ノ、

事
村
・
奥
妙
法
寺
村
の
炭
坑
開
発
石
炭
山
の
支
配
出
炭
状
況
兵
庫
奉
行
柴
閃
附
中
の

炭

坑

開

発

シ

ド

?

i

H

ロ
l
コ
ッ
ク
の
報
告
幕
府
崩
壊
後
の
炭
坑
試
捌

幕
末
期
の
酒
ユ立
業

プし



第
五
節

次日

灘
酒
造
業
の
集
中
化

-{ゴノ、
プじ

江
戸
入
津
将
数
の
変
遷
灘
目
・
伊
丹
の
後
退
と
今
津
・
西
宮
の
進
出
江
戸
入
浮
橋
数
か
ら

み
た
灘
口
闘
の
変
化
沼
造
株
高
か
ら
み
た
集
中
化
と
没
務
幕
末
期
の
御
影
酒
造
業
幕
末

期
の
魚
崎
村
酒
造
業

2 

摂
泉
十
二
郷
の
解
体
と
江
戸
下
り
酒
問
屋
・
:
:
:
・

j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
・
:
:
:
:
:
:
:
八
三

幕
末
期
の
十
二
郷
滋
迭
仲
間

銭
の
引
上
げ

万
延
二
年
の
酒
造
年
寄
役
新
設
要
求

入
津
冥
加
金
と
問
屋
口

幕
末
期
の
海
運

o 

幕
末
期
の

上
方

江
戸
間
海
運

ノ、
Cコノ、

株
仲
間
の
停
止
と
九
応
仲
間
の
結
成
九
陪
仲
間
と
九
応
援
配
廻
船
九
応
差
配
廻
船
の
稼
働

状
況
株
仲
間
一
持
輿
と
鱒
廻
船
幕
米
期
の
檎
廻
船
縛
廻
'
紛
の
発
展
と
海
上
輸
送
力

兵
庫
浮
の
江
戸
積
問
箆
株
取
立
て
申
請

2 

枠
組
船
経
泊 1.

白

の
実
態

ノ、
l2:S 

資
輸
似
船
と
賃
絞
船
賃
積
船
と
廻
船
加
入

織
本
嘉
納
門
家
の
持
船
と
帆
町
駅
・
水
虫

徳
丸
の
廻
船
経
僕

廻
船
加
入
の
二
類
型
縛
廻
船
経
営
と
帳
簿
組

包
徳
丸
の
新
治
・
作
事
と
稼
働
状
況
栂
廻
船
忽

3 

海
k 

4マ
.x、，

通
。コ
諸
相

Eヨ

神
戸
村
浜
の
船
た
で
場
新
設

展
栄
力
丸
の
潔
流

巡
難
と
潔
流

XVll 

御
影
村
嘉
納
屋
歓
喜
丸
の
漂
流

大
石
村
松



ケ吋
4
4

一¥
h
y内
H

A司
珂
l
}

ノ
ム
刊
日
円
内

第
七
節

i盤
上
チぜ
J、

通
の
変
貌

ノ¥
花笠!ノ、

-・-XVll1 

宿
釈
11ilJ 
の
破
綻

ノ、
reCl 
ノ¥

交
政
年
間
の
兵
庫
幼
郷
村
争
論

議
止
め

六
甲
横
越
え
賃
運
送
業
の
実
現

机
閉
山

l
灘
新
道
食
運
送
の

2 

湯
111 
町
の
復
興

湯
山
町
の
町
政
刷
新
湯
山
町
の
窮
状

湯
屋
の
山
中
〈
日
せ
布
馬
温
泉
の
効
能

湯
山
町
の
人
口

湯
治
の
様
相

町
役
人
の
不
正
を
訴
う

3 

幕
末
の
海
陸
交
通

ノ、
"タく

蒸
気
船
の
入
浴
幣
加

海
陸
交
通
の
接
点
と
し
て
の
兵
庫
津

徳
川
道
の
開
削

幕
末
か
ら
維
新
J¥ 

外
圧
J¥ 

の
対
応

ノ、
-[ゴ
区5t

ベ
リ
l
米
航
送
中
阿
部
の
対
策
和
親
条
約
の
締
結
ハ
リ
ス
の
米
日
と
通
荷
条
約
の
締

結
将
軍
継
嗣
問
題
と
条
約
勅
許
申
請
井
伊
の
大
老
就
任
と
条
約
調
印

2 

按
夷
運
動
と
対
外
問
題

ノ、ノ、

久
世
・
安
藤
政
権
と
兵
隊
開
港
の
延
期
航
海
迷
路
策
の
提
起
島
津
久
光
の
本
政
改
革

破
約
後
一
災
論
へ
の
転
換
将
軍
上
洛
と
摂
海
防
衛
問
題
神
戸
海
軍
操
練
所
の
創
設
八
月

十
八
日
の
政
変
参
与
会
議
と
そ
の
解
体
破
約
機
爽
論
の
破
綻

3 

幕
府
の
倒
壊
と
兵
庫
開
j巷
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落
権
強
化
の
動
き
と
第
一
次
征
長
将
軍
進
発
条
約
勅
許
薩
長
盟
約
と
第
二
次
続
長

徳
川
廃
妥
政
権
の
成
戎
兵
庫
開
浴
の
勅
許
兵
隊
潟
社
と
貿
易
構
想
兵
隊
(
神
戸
)
隠

港
の
準
備
大
政
奉
還
と
関
家
構
想
故
後
の
激
突

〔
巻
末
付
録
〕

執
筆
者
一
覧

編
集
揚
力
者

図
(
付
閉
山
)
・
表
(
付
表
)
一
覧

参
考
文
献
図
録

付
図

単
位
換
算
表

付
章受
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